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か、もつと研修が多かったり研究者に話を聞く機会が多いと思っていたのに少なく、学習
につながらないと言う人たちがいた。そして、その一方で、大いに学習になると言う人た
ちもいた。この考え方の差異は、まさに、ボランティア活動と学習についての考え方で混
乱を起こしている現れであった。
国立科学博物館は自然科学系の博物館であるので、前者は自然科学の特定の分野に関す

る狭義の学習であるが、後者についてどのような学習であるのか話を聞くと、狭義の学習
ももちろん得ることができるが、それだけでなく、広い分野の自然科学、そして、人間と
の関わり、さらには社会勉強､人生勉強なども含む広義の学習になるということであった。
とくに来館者、ボランティア同士、館職員とのコミュニケーションにおいて、人との知識
や感情の分かち合い、学び合い、励まし合い、そして、自分自身の人生への対し方につい
ての勉強や試練になるという学習で、そこに価値ややりがいを感じているということであ
った。狭義の学習については、人に話す活動であるために、間違ったことを言わないよう
に、より興味関心を持っていただくように、しっかり学習していると言い、さらに、見学
者との質疑や対話の交流のなかで、知識が確固としたものになり、広がりや深まりを持つ
ようになり、学習課題も生まれると言う。
前者はボランティア活動のための事前学習としての研修会や、ボランティア活動におい

て研究者から自然科学の分野についての話が聞く機会が少ないと言い、活動自体は付加的
なものと見なしている人が多いのに対し、後者はボランティア活動そのもののなかで狭義
の学習も広義の学習も、さらにやりがいや生きがいも発生していると述べ、狭義の学習は
ボランティア活動ではなく、自分でやるべきだと述べている。後者はより高いレベルの活
動を行うために、研究者から指導を受けるという希望がある場合もあるが、これは、あく
まで活動を前提としているものである。
同じ「学習」という言葉を使うために、ボランティアと学習を関連させての話題のさま
ざまな点で齪齢を発生させていたが、二者の「学習」は意味が異なっていること、さらに、
それぞれの「学習」は発生の場所も違うことがわかった。前者の「学習」が発生する場所
は、事前学習や研修であり、講師や施設の専門職員とのコミュニケーションであるが、後
者の「学習」が発生する場所は、前者の場所も含まれるものの、それ以上にボランティア
活動の現場そのものであり、そこでの学習した知識の出し入れや、ボランティア活動の対
象の人々やボランティアとのコミュニケーションであるとしている。前者の「学習」は「し
てもらう」受け身の学習であるが、後者の「学習」はそれも含みつつ、受けた学習を積極
的に使いながら、共有したり、交換したり、分かち合うもので、その過程で学習が発展、
成長したり、新たな学習が起こるプラスアルファの可能性まで含んでいる、前向きで幅広
く、柔軟な概念になっている。
前者の学習はあたかも学校の教科学習のような性格を持ち、指導者主導の受動的学習で

あるのに対し、後者の学習は社会との関わりの中で生じた、ボランティア活動を行うため
の課題解決型の学習であり、学習者主導の自己管理型の学習であるといえよう。
ここにおいて、３．であげた平成４年の生涯学習審議会答申「今後の社会の動向に対応
した生涯学習の振興方策について」における「学習」は、狭義の学習とともに、広義の学
習も含んでとらえるべきことがわかる。
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５．ボランティア活動における学習
人は日常生活において、常にどうすることがベストか、あるいはベターか、良きことを

求めて自分を企画し、人生の岐路を選択しながら生きている。ボランテイア活動において
も、たとえその活動内容がどのようなものであっても、活動の目的、方向性、内容、方法、
留意点、背景の知識等について、より良きものになるように、蓄積した知識を絶えず再確
認し、検討しながら行っている。しかも、他人に話をしたり、蓄積した知識をもとに活動
するということは責任がかかっている。そのような状況で知識を使うことで、知識は脆弱
なものから確かなものになる。言い換えれば、他者から仕入れた知識が血肉化し、真に自
分のものになるのではないだろうか｡養老孟司は学習とは入力することだけではなく、「脳
の中では入力と出力がセットになっていて、入力した情報から出力をすることが次の出力
の変化につながっています｣、「出力を伴ってこそ学習になる」と言っている。１３）知識は
繰り返し出し入れし、現実の行動のなかで確認、検証され、淘汰されて、自分の知識とな
るのであり、その過程は学習といえる行為なのだろう。
そして、ボランティア活動で使う知識は、狭義の知識だけでなく、狭義の知識の応用や

人間との関わり、さらにはそれを他者にどのように伝達あるいは教育するかなどの広い、
いわば広義の知識を使いながら行っている。そして、そのことでそれら狭義の知識、広義
の知識双方を使いながら、同時にそれらを養成している、言い換えれば学習しているので
ある。ボランティア活動という経験を経ながら、獲得された狭義の知識の細い枝は大きく
広がっていく。同時に広義の知識である幹もさらに太くなっていくのだろう。
また、活動の過程での人間関係にも注目したい。
ボランティア活動者同士の関係は同じ目的や好みを持つ者同士が手を携えて、よりよい

活動にするために、良さを求めて、励まし合い努力し合う、現代では得難い「同志」のよ
うな人間関係だ。
平成１２年版の『国民生活白書』の前書きにおいて、堺屋太一は次のように述べた。日

本では長く村落共同体を基本とする地縁社会が続いてきたが、戦後の日本は圧倒的多数の
人々が職場集団に帰属する「職縁社会」となった。しかし、正社員採用を少なめにして派
遣職員を増やしたり、終身雇用制が揺らいでいる現在、職縁社会の人間関係は急速に変質
しようとしている。そして、血縁社会である家族や人間関係は核家族化の時代を経て、か
つてと比べると、薄く小さくなっている。このような中で、これからの社会はボランティ
ア活動などの自発的な組織、言い換えれば「好縁社会」の重要性が高まるとし、「ボラン
ティア活動など好みの縁で繋がる世の中では、より自由に属する集団を選び、その時々の
状況によって移り変わることもできる。選択の拡大こそは、多様な知恵を基盤とする社会
の最も尊い部分である。それだけに自らの好みと尺度を明確にもたなければならない」と
述べている。Ｍ)ボランティアという好縁社会は互いに理想や活動を共有し、そのことの実
現に向けて、工夫し合い、励まし合いながら社会貢献をし、やりがい感、達成感を分かち
合っているのだ。
さらに、ボランティア同士の人間関係だけでなく、ボランティアをする側、される側の

人間関係も検討したい。
黒川育子はニューヨークでボランティア活動をする人々を取材した。そこで黒川は、「助
けられる立場の人たちの態度にも感心させられた。弱者が強者からお恵みやお情けを授か
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って小さくなっている哀れな姿でなく、どちらかといえば､彼らは堂々と助けられている。
援助に感謝はしているけれども、必要以上にへりくだったところがない」と言う。そして、
｢助けられている人たちに惨めったらしさがみえないのは、それだけではないように思う。
ボランティアたちはお金や物を配るだけでなく、弱い者の置かれている立場を理解し、彼
らの感情を共有しようとしている。ボランティアが近づこうとすれば、助けられる人も歩
み寄ってくる。二者の関係は強者・弱者の上下関係ではなく、痛みを共感する並列関係に
発展していくのである。それは助ける人と助けられる人の双方がともに育て上げていく関
係である」と述べている。１，)このことについては、金子郁容も「ボランティアは「助ける」
ことと「助けられる」ことが融合し、誰が与え誰が受け取っているのか区別することが重
要ではないと思えるような、不思議な魅力にあふれた関係発見のプロセスである」１６)と述
べている。
相手がある場合の福祉のボランティア活動では、相手の悩み、苦しみ、辛さなどの状態

や立場を理解し、受容しながら、ボランティア活動という自分の時間、体力、能力を使う
ことによって、相手の悩み、苦しみ、辛さなどを軽減する。それも相手に合わせて、相手
とともに活動を作っていく姿勢が求められる。それは悩み、苦しみ、辛さなどを共有し、
分かち合うことだと言うことができる。同じく、相手がある場合の教育や文化のボランテ
ィア活動では、相手の知識のレベル、範囲や興味を理解し、受容しながら、相手に合わせ
て、相手が自分で知識を発見、獲得できるように誘導していく姿勢が求められる。それは
相手とコミュニケーションをしながら相手の理解、発見の道筋を作っていくものだ。それ
は知識、感動を共有化し、分かち合うことだと言うことができる。このように、ボランテ
ィア活動はボランティア同士、ボランティア活動の対象者とともに、より効果的な、より
良い活動を作り上げていく行為である。
ボランティア活動はボランティアとそれに関わる人々にとって、地球、社会、人々のあ
り方などについて問題を把握し、どうあるべきかという理想を考え、自分ができることを
効果的に行う活動である。そのような開発性の姿勢を持った活動、すなわち良きものへの
追求を、柔軟な姿勢で、ボランティアの仲間やボランティア活動の対象者と行うことによ
り、新しい意味や価値を生み出す場合もある。このようなボランティア活動の過程は広い
意味で学習であると言うことができよう。

６．ボランティア活動における有意義な学習のために
ボランティア活動は学習につながる、それは学習のための学習ではなく、ボランティア

活動をより良いものにするために、充実させるために、狭義、広義のさまざまな学習をし
ながら、知識、学習成果を出し入れし確認しながらボランティア活動を行うという行為の
なかで生み出される。
しかし、それにはボランティア活動に臨む姿勢が重要であり、地球や社会や人々のあり

方に対し、よく考え、理想を持ち、その実現や課題の解決へ近づくために、よりよいボラ
ンティア活動の内容、方法を検討し、課題を共有しつつ、解決に向けて実践する。そのよ
うな積極的、開発的な姿勢が大切だ。
そして、ボランティアの仲間やボランティア活動の相手とのさまざまな人間関係につい

て、相手を尊重し、理解し、受容し、分かち合う姿勢が、コミュニケーション、相互理解
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の喜びとともに、充実感や達成感、さらには大いなる学習成果をもたらすだろう。
ボランティアは常にボランティア活動をより良きものにしようとする向上心を持つ限
り、永続的な学習者と言うことができるだろう。

注記・引用文献
1）小谷直道『市民活動時代のボランティア』中央法規１９９９p28-30
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